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富山市立看護専門学校 学校関係者評価委員会は、令和4年度 自己点検・自己評価報告書に基づき、学校関

係者評価を実施しましたので、その結果を報告いたします。 

 

[対象期間]  令和4年度 

 

[実施方法] 

 自己点検・自己評価報告書を学校関係者評価委員に配布・説明した後、自己評価結果に対する評価・意

見を求めた。 

 

[自己評価の概要] 

 自己点検・自己評価項目は、厚生労働省による「看護師等養成所の教育活動等に関する自己評価指針」

に準拠し、下記の９つのカテゴリーの各項目について、３：当てはまる～１：当てはまらない の3段階

で評価し、カテゴリー内各項目の平均点をカテゴリーの評価点とした。 

 

[評価項目] 

カテゴリーⅠ 教育理念・教育目的 

カテゴリーⅡ 教育目標 

カテゴリーⅢ 教育課程経営 

カテゴリーⅣ 教授・学習・評価過程 

カテゴリーⅤ 経営・管理過程 

カテゴリーⅥ 入学 

カテゴリーⅦ 卒業・就業・進学 

カテゴリーⅧ 地域社会／国際交流 

カテゴリーⅨ 研究 

 

[令和3年度 自己評価結果] 

 

 

カテゴリー 平均点 

Ⅰ 教育理念・教育目的 3.0 

Ⅱ 教育目標 3.0 

Ⅲ 教育課程経営 3.0 

Ⅳ 教授・学習・評価過程 2.9 

Ⅴ 経営・管理過程 3.0 

Ⅵ 入学 3.0 

Ⅶ 卒業・就業・進学 3.0 

Ⅷ 地域社会/国際交流 2.5 

Ⅸ 研究 3.0 
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カテゴリーⅠ・Ⅱ 教育理念・教育目的・教育目標 

1 教育理念・教育目的は自養成所の教育上の特徴を示しており、かつ、法との整合性があるか 

2 教育理念・教育目的は、学生にとって学修の指針になるように具体的に明示され、実際に指針とな

っているか 

3 養成する看護師等の質を保証するために、どのような教育内容、教育方法、教育環境を整えようと

しているかを述べているか 

4 看護、看護学教育、学生観について、教師の教育活動の指針となるように明示し、実際に指針とな

っているか 

5 養成する看護師等が卒業時点においてどのような資質を有すべきかを明示し、その資質は、社会遺

体する看護の質を保証するのに妥当であるか 

6 教育理念・教育目的と教育目標が一貫しているか 

7 教育目標は、設定した教育内容を網羅し、かつ、最上位の目標として、教育活動のゴールが読み取

れるものとして示しているか 

8 教育目標において、目標内容と到達レベルが対応し、具体的で実現可能な目標として明示している

か 

9 看護実践者としての能力を育成する側面と、学習者としての成長を促すための側面から教育目標を

設定しているか 

10 卒業後の継続教育の考え方を示したうえで、看護基礎教育として教育目標を設定しているか 

【評価】 

 上級生から新入生へのオリエンテーションの実施や、教員が教育理念・教育目標を十分に理解し

て授業の学習目標を設定するなど、周知への工夫がされていることは評価できる。 

 倫理的な側面は看護職として大変重要な部分であるので、強調して学生へ周知してほしい。 

 コロナ禍で臨地実習に制限があり、コミュニケーション能力を育成する機会が減少しているため、

学内の講義・演習等での育成を今後も継続してほしい。 

 

カテゴリーⅢ 教育課程経営 

1 教育課程編成者と教職員全体は、教育課程と授業実践、教育評価との関連性を明確に理解した上で、

教育理念・教育目的の達成に向けて一貫した活動を行っているか 

2 看護学の内容は、求める学修の到達および学生の成長について明確な考え方と根拠をもって教育課

程を編成しているか 

3 科目と単元の構成にあたって、明確な考えと根拠があり、その考え方は教育理念・教育目的、教育

目標との整合性があるか 

4 構成された科目と単元は看護師等を要請するのに妥当であり、かつ養成所の特徴を表しているか 

5 単位履修の方法とその制約について、教師、学生の双方が分かるように明示し、その方法は学生の

単位履修の支援となっているか 

6 単位履修制の考え方を踏まえつつ、看護師等になるための学修の質を維持できるように科目の配列

をしているか 

7 単位認定の基準及び方法は、看護師等に必要な学修を認めるものとして十分に根拠があり、また、

妥当であるか 

8 他の高等教育機関と単位互換が可能な体制を整えているか 

9 教育課程を評価する体系が整っており、また、結果の活用における倫理規定が明確になっているか 
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10 教員の担当科目と担当授業数は、専門性を発揮できるように配分し、かつ、授業の準備をする時間

がとれる体制を整えているか 

11 教育課程の実践者である教員が、自ら成長できるための自己研鑽、相互研鑽のシステムを整えてい

るか 

12 臨地実習施設は、各看護師等養成所の個別の教育理念・教育目的、教育目標を理解し、学生の看護

実践の学習を支援する体制を整えているか 

13 臨地実習における学生の学びの質を保証するために、臨地実習指導者と教員がそれぞれの役割を明

確にし、協働体制を整えているか 

14 学生からケアを受ける対象者の権利を尊重するための考え方を明示し、学生への指導を計画的に行

っているか 

15 臨地実習において学生が関係する事故を把握、分析し、安全教育、安全対策を計画的に行っている

か 

【評価】 

 教員間の授業参観（ピアレビュー）を再開し、授業技術向上のために研鑽していることは評価でき

る。 

 臨地実習施設の個別の教育目標等の理解については、受け入れ校それぞれの学習目的や目標の違

いを理解し対応している施設もある。担当教員とも忖度なしに意見交換を行っているため、そこ

を評価してもよいのではないか。 

 コロナ陽性者が発生した場合、実習の一時中断や実習病棟変更など学生が安定して実習すること

が困難だったと思うが、病院実習等で今後も最大限の協力をしていきたい。 

 

カテゴリーⅣ 教授・学習・評価過程 

1 当該授業の内容は、教育課程との関係において当該学生のための授業内容として設定しているか 

2 授業内容に応じた授業形態（講義、演習、実験、実習）を選択しているか 

3 授業展開に用いる指導技術についての考え方を授業計画等に明示し、実践しているか 

4 当該授業の展開過程の他に、学生の学習が深化、発展するための方法を意図的に選択し、学習を支

援しているか 

5 学生に対し効果的な教育・指導を行うために、教員間の協力体制が明確になっているか 

6 評価計画を立案、実施し、評価結果に基づいて実際に授業を改善しているか 

7 学生および教育活動を多面的に評価するために、多様な評価の方法を取り入れ、目標の達成状況を

明確に捉えているか 

8 評価の方法について、特に単位認定のための評価については、学生に公表（認定基準等）し、公平

性があるか 

9 シラバスの提示や学習への指導は、養成所全体としての一貫性をもち、学生の学習への動機づけや

支援になっているか 

【評価】 

 自己評価結果や学生からの授業評価結果を集計し、その結果を共有していることは評価できる。

ぜひ、その結果を今後の教育活動に活かしてほしい。 
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カテゴリーⅤ 経営・管理過程 

1 養成所の設置、教育理念・教育目的、教育課程経営、教育評価、および養成所の管理運営に関する

管理者の考え方について、設置者の意思との一貫性をもって明示し、かつ、教職員はそれを理解し

ているか 

2 組織体制は養成所の教育理念・教育目的を達成するために意思決定のシステムや権限、役割機能が

明確であり、かつ組織構成員の意思の反映や決定事項を周知できるように整えているか 

3 組織の構成と教職員の任用、および、教職員の資質の向上についての考え方と対策は、教育理念・

教育目的を達成するために整合性をもっているか 

4 養成所の財政基盤をどのように確保するかについて明確な考え方をもち、学習・教育の質の維持・

向上につながるようになっているか 

5 教職員は、養成所がどのような財政基盤によって成り立っているかを理解し、それぞれの観点から

財政についての意見を経営・管理過程に反映できるようになっているか 

6 学習・教育環境について、管理者としてどのような考え方をもって整備しようとしているかを示し、

その考え方に基づいて整備計画を立案し、実施しているか 

7 看護の専門職教育に必要な施設設備を計画的に整備し、また、医療・看護の発展や学生層の変化に

合わせて、整備・改善しているか 

8 学生および教職員にとっての福利厚生の施設設備は、養成所が設置されている地域環境との関連か

ら検討し、学生生活や教職員の職務が円滑に遂行できるように整備しているか 

9 学生が入学後に学修を継続できる支援体制を多角的にかつ学生が活用しやすいように整え、実際に

学生生活の支援になっているか 

10 教育・学習活動に関する関係者（保護者等）への情報提供を行うことによって、その協力・支援を

得ているか 

11 広報活動は、看護師等を養成する機関として、その存在を十分にアピールし、かつ社会的説明責任

を果たす内容と方法になっているか 

12 養成所の運営においては明確な将来構想のもとに運営の中・長期計画、短期計画、年間計画を立案

し、その実施・評価は将来構想との整合性をもっているか 

13 自己点検・自己評価の意味と目的を理解し、実際に自己点検・評価を行うための知識と方法を明確

に持っているか 

14 養成所の自己点検・自己評価体制を整え、運用し、その機能は、養成所のカリキュラム運営、授業

実践にフィードバックし、養成所の教育理念・教育目的、教育目標を維持・改善するものとなって

いるか 

【評価】 

 授業料等の改定により歳入が増え、設備投資等教育活動の充実にその分を充てられているのであ

ればよい。 

 県内の看護専門学校数が減少したことを受けて、他校との差別化を意識した学校運営を積極的に

行ったらよいのではないか。 
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カテゴリーⅥ 入学 

1 教育理念・教育目的との一貫性から入学者選抜についての考え方を述べているか 

2 入学者状況、入学者の推移について、入学者選抜方法の妥当性及び教育効果の視点から分析し、検

証しているか 

【評価】 

 特に意見なし 

 

カテゴリーⅦ 卒業・就業・進学 

1 卒業時の到達状況を捉える方法が明確であり、それを計画的に行っているか 

2 卒業生の到達状況、就業・進学状況を分析した結果は、教育理念・教育目標と整合性があるか 

3 卒業生の就業先での評価を把握し、問題を明確にし、教育を改善するために、就業先との情報交換

や調査の実施等を改善するために、就業先との情報交換や調査の実施等ができる体制を整えている

か 

4 卒業生の活動状況を把握し、統計的に整理し、教育理念・教育目標、授業の展開に活用しているか 

【評価】 

 卒業生の県内就職者が多く、就業後3年間の離職率が低いことは評価できる。 

 

カテゴリーⅧ 地域社会／国際交流 

1 社会との連携に向けて、地域のニーズを把握し、看護教育活動を通して地域社会への貢献を組織的

に行っているか 

2 養成所の教育活動について、地域社会のニーズを把握する手段、養成所から地域社会へ情報を発信

する手段を持っているか 

3 地域の特徴を把握し、地域内における諸資源を養成所の学習・教育活動に取り入れているか 

4 国際的視野を広げるための授業科目を設定しているか 

5 国際的視野を広げるための自己学習に適した環境を整えているか 

6 海外からの帰国学生や留学生の受け入れ体制があるか 

7 留学や海外において看護職に就くこと等を希望する学生に対応できる体制があるか 

【評価】 

 留学や留学生受け入れ等の需要がなくても、体制を整えているという点ではもっと高い評価をし

てもよいのではないか。 

 大きなとらえ方をすれば、病院・入所施設も地域の一部である。地域は特別な枠組みではなく、す

べてが地域の一部であるという認識を学生のときから持てるようにしてほしい。 

 地域で生活する人やそれを支える職種の人と交流できる場があることは、あまり周知されていな

い。ぜひ、学生に関心をもってもらえるように周知してほしい。 
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カテゴリーⅨ 研究 

1 教員の研究活動を保障（時間的、財政的、環境的）しているか 

2 教員の研究活動を助言・検討する体制が整っているか 

3 研究に価値をおき、研究活動を教員相互で支援しあう文化的素地が養成所にあるか 

【評価】 

 特に意見なし 

 

【総括】 

 今回の学校関係者評価では、大きな教育的課題となる指摘はありませんでした。 

令和 4 年度は第 5 次カリキュラムの運用が開始の年となりました。新たなカリキュラムの特徴として、

コミュニケーション力強化や臨床推論力強化、地域で生活する対象の理解の強化が求められています。カリ

キュラム運営に係るデータを蓄積し、学生が卒業する 3 年後にカリキュラム全体の評価を行いたいと考え

ています。 

令和 5年 5月より新型コロナウイルス感染症の感染症法上の取扱いが 5類相当となることから、来年度

はこれまでとは異なる学校運営上の課題が生じる可能性があります。適宜課題に柔軟に対応し、関係者の皆

様と協議・検討を行い、学生への安定的な教育活動の推進に努めていきたいと考えています。 

学校関係者各位よりいただいた意見をもとに、本校の独自性を意識し、今後もよりよい学校運営に努めて

いきたいと考えています。 

 


